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素晴らしき日本 
①単身赴任の生活は会
社とアパートの往復だ
けで、住んでいるとこ
ろの周りをあまり知り
ませんでした。休日に
少し路地を入ると子ど
もたちが元気に無邪気
に遊んでいました＝
2017年２月、南ジャカ
ルタ・コタ・カサブラ
ンカ周辺＜受賞理由＝
インドネシアの子ども
たちの生き生きした表
情が印象的＞
②たそがれ時の京都の
八坂通りで捉えた息を
のむほど素晴らしいシ
ーン＝2017年７月、京
都市東山区八坂通り＜
受賞理由＝寺社建築や
着物など、日本の美し
さが凝縮された写真と
なっている＞
③インドネシアの農村
部では近所の人が入院
すると、大勢でお見舞
いに行く習慣がありま
す。軽トラにぎゅうぎ
ゅう詰めになって病院
から帰る姿がほほ笑ま
しく、皆さんすてきな
笑顔で応えてくれまし
た＝2017年１月、ジョ
クジャカルタ特別州グ
ヌンキドゥル県＜受賞
理由＝心優しいインド
ネシア人をよく写し取
っている＞
④春を楽しむ＝2017年
４月、岐阜県各務原市
＜受賞理由＝春の桜と
電車という、日常に溶
け込んだ美をうまく切
り取っている＞
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②　大使賞　色あせない美しさ、京都　イファナ・プルナウィジャヤ

表彰式に勢ぞろいした入賞者の皆さん＝平
野慧写す

素晴らしきインドネシア

①　大使賞　ジャカルタの子どもたち　谷口史明

③　実行委員長賞　軽トラいっぱいの見舞い人　山﨑彰子
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式④　実行委員長賞　春　アリエフ・ジュウォノ





①伝統的手法でクジラ漁を続けているラマ
レラの人々。この日はクジラが現れず、イ
ルカの群れを追いかけた。先頭は獲物を目
指してもりを抱え海に飛び込むのだが、2
人目が後ろの舵取りに方向を示し、逃げる
イルカを追い詰めていく。左にイルカの群
れが突然現れ、とっさに左に舵を切るよう
に指示を出した瞬間の一枚。偶然だが、早
く方向を切り替えてほしい指示出しの気持
ちと写真を見る者のもう少し左を見たい気
持ちがうまく重なったのではないかと思う
＝2016年７月、東ヌサトゥンガラ州ルンバ
タ島＜受賞理由＝貴重なシャッターチャン
スを見事にモノにしている。漁師の後ろ姿
は力強く、躍動感がある＞
②ニュピ（バリ・ヒンドゥー教の正月）の
翌朝の日の出を、干潮のビーチで撮影し
た。ジュクンとは伝統的な木船で、舷側に
アウトリガーが付いていることが特徴。こ
の情景を撮りたくて、サヌールに何度か通
った＝2017年３月、バリ島サヌール
③インドネシアで美しい夕焼け空に出会っ
て以来、日々写真に撮り、ＳＮＳで発表す
るようになり、３年が過ぎました。おかげ
でインドネシアのみならず世界中に多くの
つながりができました。あらためて感謝申
し上げます＝2016年12月、ジャカルタ
④今はワヤン博物館になっている1700年代
に建てられたオランダの教会だった建物内
に、オランダ東インド会社総監とその妻の
墓標が残っている。その前にたたずむジ
ルバブ姿の女性が印象的だった＝2017年４
月、西ジャカルタ・ワヤン博物館
⑤古い木造船の船底から、家畜の飼料とな
るやし殻の入ったズタ袋を運び出す肉体労
働者たち。その中に、ひときわ目を引く若
者がいた。汗と泥にまみれ、精かんなまな
ざしでこちらを見つめる＝2017年６月、北
ジャカルタ・スンダクラパ港
⑥ことし４月からインドネシアに赴任し、
初めて縁日祭に参加した時に撮影したもの
です。インドネシアの勢いと日本文化の融
合をうまく切り取れたかな？と思います＝

2017年５月、南ジャカルタ・ブロックＭ
⑦ゴーっという低く不気味な音をとどろか
せながら噴煙をあげるブロモ山。溶岩でた
だれたような植物も生えないその山肌は、
地球そのものが露出したかのような迫力が
あり、身震いしてしまうほどの生きた大地
を感じさせる＝2017年４月、東部ジャワ州
ブロモ山
⑧カカバン島にある毒の無いクラゲのいる
湖で撮影しました。マングローブに囲まれ
た湖はとても幻想的な場所でしたが、それ
以上に私はふわふわ泳ぐクラゲがいとおし
く、空を飛んでいるように見えました＝
2017年７月、東カリマンタン州カカバン島
⑨西ジャワの山村に位置する茶のプランテ
ーションにて茶摘みの様子を撮らせていた
だきました。広大な茶畑に埋もれるように
なりながら黙々と茶葉を摘み取る労働者の
皆さんの姿に、こちらも厳かな気持ちで撮
影に臨みました＝2016年４月、西ジャワ州
ボゴール県マラサリ村
⑩スリウィジャヤ王国が残したムアラタク
ス仏教寺院遺跡。リアウ州都プカンバルか
ら130キロも離れた辺境の地に、ワイサック
を祝う僧侶と信徒が集まりました。チャン
ディを回りながら、インドネシアと世界の
平和を祈ります＝2017年４月、リアウ州ム
アラタクス仏教寺院遺跡
⑪この子、かぶりものの下は小学校の制服
を着ていた。それにしても、すごい派手な
カチューシャだぁ？　あまり売れていない
のかい？　頑張れよ！　神のご加護があり
ますように＝2017年４月、西ジャカルタ・
コタ駅前
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素晴らしきインドネシア

②　Jukung　篠原央典⑦　大地のうねり　Ａ.Ｋ.Ｉ

⑪　カチューシャ売りの少女　円音 ⑧　空飛ぶクラゲ　松本得尋

⑩　平和への祈り　油井理恵子 ⑨　ティープランテーションの労働者　矢田誠

③　「加拉巴市夕刻彩雲図」　高井航⑥　そりゃ～インドネシア　Yukkiyi～!!

④　素晴らしきインドネシア　小池直子⑤　The Stevedore　高地伸幸

①　じゃかるた新聞社賞　左に舵を切れ　蛇草真寛


